
庁舎・福祉会館の建設
いよいよ基本設計の段階へ

■事業工程計画（案）

■清掃関連施設はそのままで、福祉会館を先に建設する案

※配置はイメージで確定ではない。図表は『小金井市新庁舎等建設
計画調査業務【概要版】平成30年12月』より

清
掃
関
連
施
設
は
２
０
２
５

年
以
降
他
の
場
所
に
移
動
さ

れ
、駐
車
場
等
に
な
る
予
定
。

■福祉会館先行竣工の場合の工程計画（案）

　
昨
年
六
月
議
会
で
基
本
設
計

関
連
予
算
が
７
項
目
の
付
帯
決

議
を
付
け
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
、
契
約

方
式
を
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

（
D
B
方
式
、
実
施
設
計
と
施
工

一
括
発
注
）
か
ら
従
来
方
式（
設

計
と
施
工
を
別
に
発
注
し
透
明

性
が
高
い
）
へ
の
変
更
は
速
や

か
に
表
明
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

の
他
の
項
目
に
関
し
て
は
特
段

の
動
き
も
な
く
、
さ
ら
に
、
契

約
方
式
変
更
に
よ
り
竣
工
時
期

が
１
年
遅
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
議
会

は
九
月
議
会
に
お
い
て
さ
ら

に
４
項
目
の
追
加
要
望
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

福
祉
会
館
を
先
行
で
完
成
さ

せ
る
こ
と
、
蛇
の
目
跡
地
に

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設

昨
年
六
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
関
連

予
算
に
付
け
た
条
件
を
踏
ま
え
て

を
敷
地
内
暫
定

移
設
し
な
い
で

工
事
を
す
る
こ

と（
１・６
億
円

の
節
約
）、
樹

木
の
保
存
、
地

下
駐
車
場
の
採

用
で
す
。
そ
の

追
加
要
望
に
つ

い
て
は
、
調
査

予
算
を
可
決
し
、
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
11
月
５
日
に
は
全
員
協
議
会
に
お
い
て
要
望

の
実
現
は
可
能
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
十
二

月
議
会
の
中
で
、
西
岡
市
長
は
追
加
の
４
項
目
に

通信
 第50号

五
十
嵐
京
子

小
金
井
で
元
気
に！
小
金
井
を
元
気
に！

小
金
井
市
議
会
議
員　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
1
月
発
行　
五
十
嵐
京
子
を
支
援
す
る
会

複
合
化
の
方
針
を
加
え
た
５
項
目
を
基
本
方
針
と

し
て
、
年
明
け
に
基
本
設
計
業
者
の
選
考
に
入
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
六
月
議
会
で
の
７
項
目
、
そ
し
て
九
月
議
会
で

の
４
項
目
の
議
会
か
ら
の
要
望
は
、
一
昨
年
以
降

の
議
会
で
の
審
査
過
程
で
明
確
な
答
弁
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

ほ
ぼ
議
会
の
要
望
に
沿
っ
た
内
容
で
是
正
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
起
債（
借
金
）
依
存
率
73
％
と
突

出
し
た
高
さ
だ
っ
た
財
源
計
画
は
、
九
月
議
会
で

基
金
を
積
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
50
％
台
に
ま
で
是

正
さ
れ
、
市
民
説
明
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
民
説
明
会
は
市
内
５
か
所
で
開
催

さ
れ
た
も
の
の
、
事
前
の
市
報
の
お
知
ら
せ
欄

は
小
さ
く
参
加
者
は

１
４
０
名
程
度
、
ま
だ

ま
だ
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状

況
で
す
。
庁
内
の
推
進

体
制
は
不
十
分
な
ま

ま
で
す
が
、
C
M
（
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
業
者

も
決
ま
り
、
い
よ
い

よ
基
本
設
計
の
段
階

へ
と
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
具
体
的
な

要
望
は
こ
の
基
本
設

計
の
間
で
出
し
て
い

く
事
に
な
り
ま
す
。

基本設計CM
基本設計
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五十嵐京子 検索

■10年間の人件費などの推移

社
会
福
祉
委
員
報
酬
の
誤
支
給
問
題

　
議
会
で
の
事
務
検
査
を
終
え
報
告
書
を
可
決

　
昨
年
三
月
議
会
で
、
社
会
福
祉
委
員（
民
生
委
員

等
）
へ
の
報
酬
が
条
例
通
り
支
払
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
対
す
る
西
岡
市
長
の
是
正
処
理
は
、
判
断

も
事
務
手
続
き
も
大
き
く
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
関

し
、
市
議
会
で
は
監
査
請
求
を
す
る
と
同
時
に
、
総

務
企
画
委
員
会
で
事
務
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
事
務
検
査
の
結
果
が
結
果
報
告
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
12
月
議
会
の
最
終
日
に
本
会
議
に
か

け
ら
れ
全
員
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
は
報

告
書
の
概
要
で
す
。

　　
条
例
で
は
月
額
１
１
、０
０
０
円
と
さ
れ
な
が
ら
、

実
際
に
は
１
０
、０
０
０
円
し
か
支
払
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
た
平
成
29
年
５
月
以
降
、
９

か
月
も
条
例
に
反
し
て
支
払
い
が
続
い
た
こ
と
は
、

地
方
自
治
法
に
反
し
、
そ
の
手
続
き
を
続
け
た
職
員

は
地
方
公
務
員
法
に
反
す
る
。

　
ま
た
、
条
例
に
反
し
た
金
額
で
説
明
文
書
を
作
っ

た
行
為
は
虚
偽
公
文
書
作
成
・
同
行
使
罪
の
構
成
要

件
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
市
長
は
、
そ
の

行
為
を
職
員
に
強
い
た
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
。

　
途
中
で
債
権
放
棄
を
依
頼
す
る
事
務
手
続
き
に
起

案
文
書
が
存
在
し
て
い
な
い
の
は
、
小
金
井
市
文
書

管
理
規
定
に
反
す
る
。
職
員
が
債
権
放
棄
を
依
頼
す

る
こ
と
自
体
は
違
法
・
不
当
と
は
言
え
な
い
が
、
日
夜

社
会
奉
仕
に
取
組
む
社
会
福
祉
委
員
に
対
す
る
行
為

と
し
て
は
市
の
施
策
と
し
て
適
当
と
は
言
え
な
い
。

　
本
件
発
覚
後
、
す
ぐ
に
監
査
委
員
に
報
告
を
怠
っ

た
市
長
は
当
初
の
段
階
か
ら
判
断
を
誤
っ
て
い
た
。

 

今
後
の
対
応
と
再
発
防
止
策

　
市
長
が
挙
げ
た
再
発
防
止
策
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
現
在
の
執
行
機
関
の
体
制
に
お
い
て
は
、
市
長

を
は
じ
め
と
し
て
幹
部
職
員
に
法
的
視
点
が
欠
如
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
執
行
機
関
に
お
い
て
法
令

の
基
本
的
な
在
り
方
の
理
解
が
乏
し
い
と
の
疑
念
が

あ
る
。

　
24
年
前
の
議
決
に
始
ま
っ
た
誤
支
給
に
関
し
、
現

市
長
と
共
に
前
市
長
に
も
賠
償
請
求
す
る
よ
う
求
め

た
監
査
委
員
の
勧
告
は
尊
重
す
る
義
務
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
強
制
力
は
な
い
た
め
、
従
う
と
し
た

具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
法
的
根
拠
や
具
体
的
理
由

の
説
明
も
な
く
、
対
応
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
執
行
機
関
に
法
的
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
善
、
意
識
改
革
が
な
け

れ
ば
本
市
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
市
長
自
身
、
そ

し
て
幹
部
職
員
の
法
的
視
点
の
欠
如
こ
そ
が
本
件
に

お
け
る
問
題
点
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
再
発
防
止
策

の
具
体
策
の
明
示
を
市
長
に
要
望
す
る
。

平
成
29
年
５
月
発
覚
後

市財政―人件費の問題　
３
年
前
、西
岡
市
長
は
就
任
し
て
ま
も

な
く
職
員
の
地
域
手
当
を
上
げ
た
た
め
、

人
件
費
が
大
き
く
膨
ら
み
、そ
れ
以
前
全

体
的
に
下
降
状
況
だ
っ
た
人
件
費
総
額

は
上
昇
傾
向
に
変
わ
り
ま
し
た
。過
去
、

人
件
費
に
悩
み
続
け
た
小
金
井
市
の
歴

史
を
考
え
る
と
注
意
が
必
要
で
す
。平
成

30
年
度
は
異
例
の
二
度
に
渡
る
期
末
勤

勉
手
当
の
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

年　度 職員給（億円）人件費（億円） 職員数（人）
平成 21年 47.0 74.6 743
平成 22年 44.6 75.6 725
平成 23年 42.4 70.3 704
平成 24 年 41.2 67.9 700
平成 25年 38.9 62.9 682
平成 26年 38.2 60.7 672
平成 27年 38.3 59.0 671
平成 28 年 39.0 60.2 691
平成 29年 39.2 60.8 691
平成 30年 40.9 64.0 687


